
　昭和40年頃でしょうか。子どもの頃見慣れた風景、御供所
町の船溜まりです。家の前にはすぐ海、岸辺で魚網の繕いを
する人や、縁台将棋をする人がおり、また、当時は子どもも
多く賑やかでした。
　現在は埋め立てられて、このような風景はもう見られませ
んが、今思うと何かゆったりとした営みと、温かな暮らしを
感じます。私にとって忘れられない風景です。

土器町西　久保　隆則さん消えゆく風景

明日の丸亀③ 産業振興と拠点都市づくり
踊ってみない？ 丸亀お城まつりで！
守れていますか？飼い主のマナー
３月１日～７日は子ども予防接種週間
生涯学習クラブに参加してみませんか3
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航跡 
そして 羅針盤羅針盤 羅針盤 

丸亀市観光親善大使募集 あなたの笑顔で丸亀を元気に！ 

　
第
3
回
（
最
終
回
）
は
、
産
業
振
興
や
拠
点
都
市
づ
く
り

に
つ
い
て
、
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。 
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日
本
は
、少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、

社
会
や
経
済
の
活
力
低
下
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、活
力
を
維
持
し
な
が
ら
、

将
来
に
わ
た
っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
、
本
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
「
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
で
、
定
住

促
進
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
３
つ

の
重
点
課
題
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
１
つ「
産
業
が
栄
え
賑
わ
う
拠

点
都
市
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
地

域
産
業
の
振
興
と
し
て
、
特
産
品
の

「
う
ち
わ
」や「
桃
」、「
骨
付
鳥
」な
ど

の
丸
亀
ブ
ラ
ン
ド
を
全
国
発
信
す
る

ほ
か
、
今
年
度「
産
業
振
興
計
画
」を

策
定
し
、
雇
用
の
創
出
や
地
域
経
済

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
主
要
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

備
と
し
て
、
基
幹
産
業
道
路
で
あ
る

「
さ
ぬ
き
浜
街
道
」
の
全
線
４
車
線

化
や
、
労
災
病
院
西
側
の
市
道
「
西

土
器
南
北
線
」
の
整
備
を
進
め
、
地

域
間
の
連
絡
や
救
急
体
制
の
充
実
を

図
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
丸
亀
競
艇
場
で
は
、
平

成
21
年
度
か
ら
ナ
イ
タ
ー
レ
ー
ス
を

開
催
し
、
持
続
的
な
収
益
確
保
と
雇

用
の
継
続
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
よ
り
多
く
の
人
か

ら
「
住
み
た
い
ま
ち
」
「
住
み
続
け

た
い
ま
ち
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
魅
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。 

　
未
来
に
希
望
の
持
て
る
ふ
る
さ
と

丸
亀
。
市
民
が
誇
り
と
愛
着
を
感
じ

る
ま
ち
と
し
て
、
次
の
世
代
へ
引
き

継
い
で
い
き
ま
す
。 

   

　
本
市
で
は
、
臨
海
部
を
中
心
と
す

る
工
業
地
域
や
、各
所
の
商
業
施
設
、

文
化
施
設
、
医
療
機
関
な
ど
、
生
活

に
必
要
な
一
定
の
都
市
機
能
を
備
え

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
丸
亀
市
総
合
運
動
公
園
に

野
球
場
の
建
設
を
進
め
、
中
西
讃
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
施
設
と
し
て
、

県
立
丸
亀
競
技
場
や
市
民
体
育
館
と

一
体
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
地

域
防
災
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
て
い

ま
す
。 

　
中
讃
地
域
に
視
野
を
広
げ
る
と
、

こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
を
は
じ
め
、
丸
亀
城

や
総
本
山
善
通
寺
、
塩
飽
の
島
々
、

一
級
河
川
土
器
川
、
日
本
一
の
た
め

池
満
濃
池
な
ど
多
く
の
地
域
資
源
に

も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
、
近
隣
自
治
体
と
連
携
を
図

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
生
か
し
て

相
互
に
補
完
し
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
り
、
生
活
機
能
の
向
上
や
地
域

経
済
の
活
性
化
な
ど
、
地
域
全
体
の

発
展
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
そ
こ
で
、市
で
は
、平
成
23
年
７
月

に
定
住
自
立
圏
構
想
に
基
づ
く
「
中

心
市
宣
言
」
を
行
い
、
平
成
24
年
４

月
に
は
善
通
寺
市
、
琴
平
町
、
多
度

津
町
、
ま
ん
の
う
町
の
１
市
３
町
と

協
定
を
締
結
し
、
「
瀬
戸
内
中
讃
定

住
自
立
圏
」
と
い
う
一
つ
の
圏
域
を

形
成
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
24

年
11
月
に
は
圏
域
の
将
来
像
や
具
体

的
な
取
り
組
み
を
示
し
た
定
住
自
立

圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
圏
域
市
町
と
連
携
し
な
が
ら
、

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、

圏
域
全
体
を
見
渡
し
た
広
域
的
な
定

住
基
盤
の
強
化
と
ビ
ジ
ネ
ス
・
観
光
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
様
々
な
分
野

で
の
交
流
を
促
進
し
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。 

5月2日貅は 
前夜祭／日本の太鼓まつり 

明
日
の
丸
亀 

賑
わ
い
の
創
出 

産
業
振
興
と
拠
点
都
市
づ
く
り

産
業
振
興
と
拠
点
都
市
づ
く
り 

産
業
振
興
と
拠
点
都
市
づ
く
り 

う
ち
っ
娘 

　
知
っ
と
く
辞
典 

語
句
の
解
説 

丸亀お城まつり協賛会事務局 文化観光課 蘂24-8816

定
住
自
立
圏
構
想 

中
讃
地
域
の
中
心
市 

　

定
住
自
立
圏
構
想
　
地
方
圏
の
定
住

を
促
進
す
る
た
め
、中
心
市
宣
言
を

行
っ
た
市
と
連
携
市
町
で
、
役
割
分

担
し
、
協
力
し
な
が
ら
魅
力
あ
ふ
れ

る
地
域
の
形
成
を
目
指
す
も
の
。 

踊
っ
て
み
な
い
？ 

「
丸
亀
お
城
ま
つ
り
」
で
！ 

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
開
催

さ
れ
る
、丸
亀
お
城
ま
つ
り
の「
丸

亀
お
ど
り
総
お
ど
り
大
会
」
参
加

チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。 

　
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
は
５
月
３
日

豢
午
後
５
時
か
ら
、
正
調
は
５
月

４
日
豢
午
後
６
時
半
ス
タ
ー
ト
。

仲
間
を
誘
っ
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。 

申
込
方
法
＝
は
が
き
に
、
チ
ー
ム

名
・
人
数
、
代
表
者
の
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ

ル
か
正
調
の
別
を
記
入
し
、
３
月

14
日
貅（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
に

下
記
申
込
先
に
郵
送
（
フ
ァ
ク
ス

の
場
合
は
薨
２
４
―
８
８
６
３
へ
）。 

そ
の
他
＝
代
表
者
は
、
３
月
19
日

貂
午
後
７
時
か
ら
の
打
ち
合
わ
せ

に
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。 

お
城
ま
つ
り
前
夜
祭 

「
日
本
の
太
鼓
ま
つ
り
」 

　
今
年
も
、
勇
壮
な
太
鼓
の
響
き

で
お
城
ま
つ
り
が
ス
タ
ー
ト
。
入

場
は
無
料
で
す
が
、
一
人
一
枚
整

理
券
が
必
要
で
す
。 

日
時
＝
５
月
２
日
貅
午
後
６
時 

場
所
＝
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

《
整
理
券
申
込
方
法
》 

　
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
「
太
鼓
ま
つ
り
入
場
整
理

券
希
望
」
と
記
入
し
、
３
月
29
日

貊
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
左

記
申
込
先
に
郵
送
。
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。 

 

申
込
先 

〒
7
6
3
―
8
5
0
1 

丸
亀
市
文
化
観
光
課
内 

丸
亀
お
城
ま
つ
り
協
賛
会
事
務
局 

　
市
内
外
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
、
観
光
都
市
丸
亀
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
く
「
丸
亀
市
観
光
親
善
大
使
」
を

募
集
し
ま
す
。 

募
集
人
数
＝
２
人 

任
期
＝
５
月
２
日
か
ら
１
年
間 

応
募
資
格
＝
市
内
在
住
ま
た
は
市
内

に
勤
務
す
る
18
歳
以
上
で
、
任
期
中

の
各
種
行
事
に
参
加
で
き
る
人
。 

　
た
だ
し
、
高
校
生
や
芸
能
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
な
ど
と
専
属
契
約
し
て
い

る
人
は
除
き
ま
す
。 

応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
３
か
月
以
内
に
撮
影
し

た
写
真
（
全
身
・
上
半
身
）
を
同
封

し
て
郵
送
か
直
接
持
参
。
応
募
用
紙

は
、
観
光
協
会
・
文
化
観
光
課
・
市

民
総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設
置
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。 

締
め
切
り
＝
３
月
19
日
貂
（
必
着
） 

選
考
日
＝
４
月
９
日
貂 

そ
の
他
＝
応
募
時
に
提
出
し
た
写
真

な
ど
は
返
却
し
ま
せ
ん
。 

笳 
3祝 4祝 

5/

に
ぎ 



ビニール袋 

消すまでは 出ない行かない 離れない 

ついていますか？ 
「住宅用火災警報器」 

消防署・消防団合同火災防ぎょ訓練 見学可 

蘆3月2日貍 
　午前9時　 
　畦田キャンプ場 
　（綾歌町栗熊西） 

蘆3月3日豸 
　午前9時半　 
　介護付有料老人ホーム 
　ネムの木（川西町南） 

蘆3月6日貉 
　午前9時　 
　厳島神社 
　（広島町青木)

蘆3月9日貍 
　午前8時50分　 
　塩飽勤番所 
　（本島町泊） 

全国山火事予防運動統一標語 

山の火事  もとは小さな  火種から 

危険！ 山にたばこを捨てないで 

予防課 蘂25-40043月1日～7日は春季火災予防運動 

45

環境課 蘂24-8836

建物火災 15件 
車両火災   5件 
そ の 他   5件 

死者 1人　負傷者 9人 

平成24年 
市内の火災件数　25件 

　風が強く空気が乾燥する今の季節は、火災が発生しやすくなっています。
大切な命や財産を守るため、火の取り扱いには十分注意しましょう。 

　山火事の多くは、たき火やたばこなど火の不

始末が原因です。山に入る際は次のことに気を

付けましょう。 

・枯れ草などの近くでたき火をしない 
・たき火など火を使うときは、その場を離れず
　使用後は完全に消火する 

・風の強いとき、空気が乾燥しているときは、
　たき火をしない 

・たばこの火は必ず消し、吸い殻を捨てない 
・火遊びをしない 

　消防法により、全ての住宅

に「住宅用火災警報器」の設

置が義務付けられています。設置義務化を開始

した平成18年以降、国内の住宅火災死者数が減

少しています。市内でも、警報器が火災を知ら

せ、大事に至らなかった事例が平成24年に３件

ありました。警報器は電気店やホームセンター

などで購入できます。被害を軽減し、逃げ遅れ

による死傷者を減らすために、早く設置しまし

ょう。 

守れていますか？ 

ルールを守り、愛情ある飼い方を。 

最後まで
飼ってく

れますか
？ 

散歩のとき、ふんを持ち帰って
いますか？ 

無駄吠えさせていませんか？ 

飼い主のマナー 
飼
う
前
に 

　
　
よ
〜
く
考
え
よ
う 

　
ペ
ッ
ト
を
飼
お
う
と
考
え
て
い
る

皆
さ
ん
、
家
族
の
一
員
に
迎
え
る
前

に
、
次
の
項
目
を
も
う
一
度
確
認
し
、

責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。 

無
駄
吠
え
を
や
め
さ
せ
よ
う 

　
「
近
所
の
飼
い
犬
の
鳴
き
声
で
夜
眠

れ
な
い
」な
ど
の
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
飼
い
犬
が
ご
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
対
処
法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

蘆
原
因
を
取
り
除
き
、し
つ
け
を
す
る 

　
犬
が
吠
え
る
と
き
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
原
因
（
用
便
を
足
し
た
い
、
運
動

不
足
、
さ
み
し
い
、
体
の
具
合
が
悪

い
、
発
情
期
、
近
所
に
吠
え
る
犬
が

い
る
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。
原
因
を

取
り
除
く
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、

し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。 

蘆
無
駄
吠
え
防
止
グ
ッ
ズ
を
使
う 

　
応
急
処
置
と
し
て
、無
駄
吠
え
を
防

止
す
る
首
輪
な
ど
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。 

蘆
そ
れ
で
も
難
し
い
場
合
は
… 

　
対
処
法
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、

獣
医
師
や
専
門
ト
レ
ー
ナ
ー
に
相
談

し
、
最
善
の
方
法
を
考
え
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。 

□住まいはペットを 
　飼える家である 

□毎日世話ができる 

□寿命が来るまで面倒を 
　みることができる 

□健康に気を配り、 
　清潔に保てる 

　
ペ
ッ
ト
は
癒
や
し
や
安
ら
ぎ
を
与
え

て
く
れ
る
家
族
の
一
員
で
す
。
し
か
し
、

一
部
の
心
な
い
飼
い
主
に
よ
っ
て
ペ
ッ

ト
が
捨
て
ら
れ
た
り
、
傷
つ
け
ら
れ
た

り
す
る
悲
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
ペ

ッ
ト
の
遺
棄
や
虐
待
を
含
む
殺
傷
は「
動

物
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す（
遺

棄
は
罰
金
50
万
円
、
虐
待
を
含
む
殺
傷

は
懲
役
１
年
以
下
、
罰
金
１
０
０
万
円

以
下
な
ど
）。
最
期
ま
で
愛
情
を
持
っ

て
育
て
ま
し
ょ
う
。 

◆
捨
て
犬
や
猫
を
減
ら
す
た
め
に
も 

　
不
妊
・
去
勢
手
術
を 

　
飼
い
犬
や
猫
に
子
ど
も
が
産
ま
れ
て

も
育
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

獣
医
師
に
相
談
し
、
不
妊
・
去
勢
手
術

を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

　
市
で
は
、
不
必
要
な
繁
殖
を
抑
え
る

た
め
、
手
術
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。 

◆
野
良
犬
や
猫
に
え
さ
を
あ
げ
な
い
で 

　
野
良
犬
や
猫
に
え
さ
を
与
え
る
と
、

そ
の
地
域
に
住
み
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。

善
意
で
か
わ
い
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
繁
殖
さ
せ
る
と
飼
い
主
の

い
な
い
不
幸
な
犬
・
猫
を
増
や
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
え
さ
を
与
え
る
な
ら
責

任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。 

 

環境課 
真鍋　一生 

大切に 
してね 

ワ
ン 

ワ
ン 

　
４
月
か
ら
使
え
る
保
険
証

を
、３
月
下
旬
に
特
定
記
録
郵

便
で
送
付
し
ま
す
。
お
手
元

に
届
い

た
保
険

証
の
有

効
期
限

を
、
必

ず
確
認

し
て
く

だ
さ
い
。 

　
な
お
、
前
年
度
の
国
民
健

康
保
険
税
に
納
め
忘
れ
な
ど

が
あ
る
人
に
は
、
平
成
25
年

４
月
30
日
貂
ま
で
有
効
の
短

期
証
が
送
付
さ
れ
ま
す
。 

　
納
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
し

た
人
や
、
納
め
忘
れ
な
ど
に

心
あ
た
り
の
な
い
人
は
税
務

課
（
蘂
２
４
―
８
８
５
７
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

   

　
制
度
改
正
に
よ
り
、
４
月

か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
１
割

か
ら
２
割
へ
の
自
己
負
担
額

変
更
は
、
平
成
26
年
３
月
ま

で
延
期
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
た
め
、
70
〜
74
歳
で

負
担
割
合
が
１
割
の
人
に
は
、

３
月
中
に
新
し
い
受
給
者
証

を
送
付
し

ま
す
の
で
、

４
月
１
日

か
ら
お
使

い
く
だ
さ

い
。 

有
効
期
限
迯
７
月
31
日
ま
で

　
（
８
月
か
ら
の
受
給
者
証

　
は
、
所
得
の
見
直
し
後
、

　
７
月
中
に
送
付
予
定
で
す
） 

※
現
在
の
負
担
割
合
が
3
割

　
の
人
は
、
受
給
者
証
の
変

　
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

保
険
証
を
送
付
し
ま
す
 

高
齢
受
給
者
証
の
 

お
知
ら
せ
 

国民健康保険 に 
加入の皆さんへ 

保険課 蘂24-8842

ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
ろ
う 

　
道
路
・
公
園
・
池
の
周
辺
・
他
人
の

土
地
な
ど
に
犬
の
ふ
ん
が
放
置
さ
れ
、

苦
情
が
後

を
絶
ち
ま

せ
ん
。
散

歩
時
に
は

必
ず
ふ
ん

の
後
始
末

を
し
ま
し

ょ
う
。 

ぼ 



　
春
は
、
入
学
や
転
勤
な
ど
の
手
続

き
で
市
役
所
に
来
る
人
が
多
く
な
り

ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
年
度
末
、
年
度
始
め
の

日
曜
に
市
民
課
で
左
記
の
窓
口
業
務

を
行
い
ま
す
。
市
役
所
内
駐
車
場
も

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
特
例
転

入
、
住
民
票
の
広
域
交
付
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
、
電
子
証
明

書
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

日
曜
も
市
民
課
を
開
庁
し
ま
す 

年
度
末 

年
度
始
め 

市 民 課でできる窓 口 業 務  

住民票・住民票記載事項証明書 

戸籍の全部事項（個人事項）証明書など 

印鑑登録証明書 

身分証明書 

軽自動車住所確認書 

所得証明書・所得課税証明書 

印鑑登録および廃止 

転入・転出・転居などの住民異動届 

国民健康保険の資格取得および喪失 

出生・婚姻・離婚・死亡届などの戸籍届出書 

国民年金保険料の免除申請 

国民年金学生納付特例申請 

国民年金手帳再交付申請 

交
　
　
付 

手
続
き 

受
け
付
け 

※上記業務のうち、国の機関や他市町への確認が必要な業務は 
　対応できない場合があります。市民課でご確認ください。 

3月３１日豸 
4月7日豸 
3月３１日豸 
4月7日豸 
午前8時半～正午、午後1時～5時 

丸亀市自治推進委員会委員 
委 員 の  
任 　 務  

応募用紙 
など 

市民のまちづくりへの参加や、市民によるま
ちづくり推進に関わる重要事項の審議など 

応募方法 

応募資格 

市内に在住または通勤、通学している、
満20歳以上の人。ただし、市議会議員、
市職員、２つ以上の審議会に委嘱されて
いる人を除く。 

応募用紙に必要事項を記入し政策課へ提
出（郵送、ファクス、直接持参、メールなど）。 

市役所案内所、政策課、市民総合センタ
ー、市民センター、コミュニティセンタ
ーに設置。市ホームページでも入手可。 

選考方法 応募用紙の記載内容を総合的に審査して選
考（結果は全員に通知）。 

締め切り ３月22日貊 

問い合わせ 政策課（蘂24-8839、薨24-8874） 
メールアドレス（seisaku-k@city.marugame.lg.jp） 

任　　期 ２年（会議は年４回程度で原則夜間開催） 

募集人員 ３人程度 

報　　酬 日額7000円 

募集 審 議 会 等 委 員 

67

市 民 課 
蘂24-8810

健 康 課 
蘂24-8806

同大会実行委員会 
事務局 蘂27-3222

綾歌・飯山市民総合センター、 
本島・広島市民センターは 

開庁しませんのでご注意ください。 

お子さんに必要な予防接種は 
母子手帳をチェック！！ 

第31回 塩飽本島 
マイペースマラソン大会 

開幕 

3/17豸 
蘆午後0時15分 
　スタート 
蘆本島中学校 
　スタート・ゴール 

本島での芸術祭会期 
10月5日～11月4日 

　今年の同大会は 

瀬戸内国際芸術祭 

2013のスタート 

イベントです！！ 

（　　　　　　） 

応援 
よろしくね 

3月1日～7日は  

子ども予防接種週間 

　入園や入学など、お子さん

の新しい生活に向けた準備を

始めている保護者のみなさん。

お子さんは必要な予防接種を

受けていますか。 

　「子どもが熱を出して受け

られなかったから」「ほかの

予防接種との間隔を空けてい

たら間に合わなくなって」な

ど、様々な理由で予防接種が

済んでいないときは、かかり

つけ医とよく相談して忘れず

に接種してください。 

　３月１日から７日までの「子

ども予防接種週間」期間中は、

土・日曜日など通常の診療時

間以外に予防接種を実施して

いる医療機関があります（市

内で実施する医療機関は下表

を参照）。 

　ただし、各医療機関により
診療時間や接種できるワクチ
ンの種類が異なります。事前
に電話で確認・予約をしてか
ら医療機関に行きましょう。 
　この期間中は、市外でも診

療時間外に予防接種を受けら

れる医療機関があります。詳

しくは健康課にお問い合わせ

ください。 

麻 田 総 合 病 院  

整形外科・小児科 安藤医院 

今 田 医 院  

おかだ小児クリニック 

瀬 戸 内 ク リ ニ ッ ク  

辻 松 外 科 内 科 医 院  

中 山 ク リ ニ ッ ク  

にししょう小児科内科医院 

ほそだこどもクリニック 

本 島 診 療 所  

ま つ む ら 医 院  

丸 亀 お の クリニック  

三浦内科みちこ小児科クリニック 

もりもとこどもクリニック 

杢 保 小 児 科 医 院  

吉 馴 医 院  

楠 原 内 科 医 院  

くすはら整形外科・外科医院 

し げ の ぶ 医 院  

和 田 内 科 医 院  

津 森 町  

福 島 町  

垂 水 町  

柞 原 町  

川西町北 

前塩屋町 

城 西 町  

津 森 町  

今 津 町  

本 島 町  

川西町北 

新 町  

土器町東 

土器町東 

飯 山 町  

飯 山 町  

綾 歌 町  

綾 歌 町  

綾 歌 町  

綾 歌 町  

23-5555 

22-5496 

28-7526 

58-0707 

28-1511 

22-6718 

24-3000 

21-1515 

58-0111 

27-3111 

28-7312 

22-3902 

22-7311 

25-9228 

98-2010 

98-2012 

86-3005 

86-2340 

86-6355 

86-6161

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

  ○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 ○ 

 

 ○ 

 ○ 

○ 

 ○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 ○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

医療機関名  電話番号  3/1貊 3/4豺 
午前 午後 午前 

3/5貂 3/6貉 3/7貅 
3/2貍 3/3豸 

住所  

午後7時 
まで 

午後7時 
まで 

午後7時 
まで 

午後7時 
まで 

午後6時 
まで 

正午 
まで 

午前 

午前 午前 

午前 

午前 

午前 



ク　ラ　ブ　名 曜日 

日 

月 

水 

木 

金 

土 

火 

※各地域のコミュニティセンターでも生涯学習クラブが活動しています。活動内容などは、お近くのコミュニティセンターに 
　お問い合わせください。 

地域振興課 
蘂24-8809

9

生涯学習のクラブに参加して 
自分を磨いてみませんか 

　生涯学習センターでは「中央公民館クラブ」として、下記の団
体が自主的に活動しています。初心者も大歓迎です。興味のある
クラブについての問い合わせは、地域振興課まで。 

かな書道青澄、日本画クラブ藍、丸亀市民短歌会、丸亀市民俳句会、丸亀新樹句会、丸
亀番傘川柳会、丸亀リンゴクラブ（英会話）、謡曲丸亀宝生会、城華太極拳、陳式太極
拳同好会、スキット英会話クラブ 

丸亀ギタークラブ、サヌキ彫り華耀会、大正琴ハーモニー、ちぎり絵
想綾会、丸亀奇術愛好会、丸亀社交ダンスクラブ、ヨーガ研修会、か
な漢字･実用の書（書道）、華月流いけばなクラブ、水彩画「蒼の会」、
蓬莱歴史研究会、京都嵯峨御流彩の会 

クレマチス押し花、フラワーアレンジメント、若竹会（書道）、亀山書道クラ
ブ、カメリアコーラス、おりがみ春の会、蓬莱大学手芸クラブ、まならびパ
ソコンクラブⅠ、抹茶クラブ、ハツラツいきいき体操、らくらくピアノ 

手話サークルヤングタートルズ、関心流日本興道丸亀吟詩会、大正琴トレモロ、
ペン習字クラブ、丸亀絵手紙倶楽部、丸亀絵画教室、ワクワク英会話、民踊・
民舞クラブ「舞姫」、蓬莱太極拳クラブ、グループSEN、丸亀デッサンクラ
ブ、明倫吟詠会、丸亀きもの同好会、らくらくピアノ 

パッチワーク（オリジナルワンの会）、京押絵クラブ、さくら会（手編み、木目
込み人形）、水墨画丹頂クラブ、つれづれの会（文章教室）、籐工芸クラブ、フ
ラワーデザインクラブ、丸亀E.S.S（英会話）、丸亀郷土史学習クラブ、丸亀
市民踊を楽しむ会、丸亀鼓俳句会、リコーダーアンサンブル、子ども書道、
随筆クラブ四季、丸亀アグリ倶楽部、（吟詩舞）丸亀霊靄会、拓墨の会、なつ
メロ夢絆、コーラス虹 

亀謡会、健康教室クラブ、丸亀ハーモニカクラブ、十草会（いけばな教室） 

油絵アコンズ丸亀、歌で元気・心と体、丸亀民謡同好会、まならびパ
ソコンクラブⅡ、城華太極拳 

第43回公民館まつり 
3月9日踞 
10日跣 

午前9時～午後5時 

午前9時～午後4時 

場所＝生涯学習センター 
内容＝中央公民館クラブ会員による作品展示・ 
　　　舞台発表（舞台発表は日曜のみ） 
問い合わせ＝地域振興課 蘂24-8809

地域の安全・安心を考える研修会（2月7日・飯山町） 

写真中のイラストは各地区のキャラクター 

城坤城坤 

城北城北 

城乾城乾 

土器土器 

城坤 

城北 

城乾 

土器 

地域振興課 
蘂24-8809

8

高
め
よ
う 

  

地
域
の
安
全 

　
子
ど
も
目
線
で 

　
　
「
飯
山
キ
ャ
ラ
」
も 

飯
山
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
　

山
下
　
邦
夫
さ
ん

　 

　
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、 

10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
見
守
る
活
動
を
有
志

で
続
け
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
研
修
で
、
市
内
各
地
区
で
多

く
の
仲
間
が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
区
ご
と
に
、
子
ど
も
目
線

で
独
自
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
っ
て

お
り
、
私
た
ち
も
「
飯
山
キ
ャ
ラ
」

を
準
備
中
で
す
。
今
後
こ
の
活
動
に

は
、
限
ら
れ
た
人
だ
け
で
な
く
、
子

ど
も
の
親
を
含
め
、
よ
り
多
く
の
人

た
ち
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

みん
なで楽

しく

 

防
犯
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や 

 

研
修
会
な
ど
開
催 

　
市
で
は
防
犯
協
会
な
ど
と
連
携
し

て
、
一
層
安
全
で
安
心
な
ま
ち
丸
亀

市
を
つ
く
ろ
う
と
「
丸
亀
市
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
進

め
て
き
ま
し
た
。 

　
２
月
５
日
と
６
日
、
モ
デ
ル
地
区

の
城
坤
、
城
北
、
城
乾
、
土
器
の
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、「
み
ん

な
で
楽
し
く
！

安
全
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
講
座
」
と
題
し
た
防
犯
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
講
師
は
、
子
ど
も
の
安
全
を
テ
ー

マ
に
活
動
す
る
「
う
さ
ぎ
マ
マ
の
パ

ト
ロ
ー
ル
教
室
」
主
宰
の
武
田
信
彦

さ
ん
。
講
演
の
中
で
武
田
さ
ん
は
、

「
簡
単
な
体
操
や
ゲ
ー
ム
な
ど
か
ら
、

自
分
を
守
る
安
全
力
を
引
き
出
し
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
予
防
力
と
対
処

力
が
大
切
で
、『
よ
く
見
る
』『
よ
く

聞
く
』『
伝
え
る
』『
逃
げ
る
』
を
実

践
し
て
、
自
分
た
ち
の
身
を
守
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
翌
２
月
７
日
に
は
、
飯
山
市
民
総

合
セ
ン
タ
ー
で
、
「
地
域
の
安
全
・

安
心
を
考
え
る
研
修
会
」
が
行
わ
れ
、

各
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動

報
告
や
装
備
品
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

連
携
し
て 

 

安
全
・
安
心
の
ま
ち
に 

　
市
は
、
今
後
も
、
出
前
講
座
や
各

種
広
報
活
動
を
通
し
て
、
防
犯
意
識

の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ん
や
、
防
犯
協
会
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
関
係
団
体
と
連

携
を
し
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。 



自
立 
と 

共
生 

学
校
群 

綾
歌 

小 
中 

貫 
一 

5

９６ 

　
野
菜
作
り
の
合
間
に
ご
近

所
さ
ん
と
の
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
む
の
が
日
課
。
地
域
の

婦
人
会
で
作
る
料
理
に
も
、

季
節
ご
と
に
収
穫
し
た
自
家

製
野
菜
が
使
わ
れ
ま
す
。「
採

れ
た
野
菜
を
配
る
と
、
み
ん

な
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
が
う

れ
し
く
て
」
と
話
す
樋
笠
さ

ん
。
そ
の
笑
顔
が
ま
わ
り
に

元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。 

樋
笠
　
和
子
さん 

（
金
倉
町
・
８３
歳
） 

城
南
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
小
学
１
年
か
ら
６
年
ま
で

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
大
好
き

な
子
ど
も
た
ち
が
、
元
気
に

コ
ー
ト
を
駆
け
回
っ
て
練
習

し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
は
、
地
域
の
大
会

で
３
度
の
優
勝
、
県
大
会
で

も
ベ
ス
ト
８
と
い
う
成
績
を

残
し
ま
し
た
。 

　
団
員
・
指
導
者
・
保
護
者

が
目
標
に
向
か
っ
て
一
致
団

結
し
、
楽
し
み
な
が
ら
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
毎
週
水
・

土
・
日
曜
に
、
城
南
小
学
校

体
育
館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
見

学
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

〈
連
絡
先
〉
池
口
さ
ん
（
柞
原
町
・

蘂
2
4
―
7
4
4
5
） 

目標：ふるさとを愛し、明るく、優しく、たくましく　あいさつ、返事、言葉づかい 

〈綾歌中・富熊小・栗熊小・岡田小〉 

1泊2日のリーダー研修会 

配布した「家庭学習の手引き」 

教育委員会 蘂24-8821

　
綾
歌
学
校
群
で
は
、
小
中
の
連
携

を
大
切
に
し
、
次
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

①
リ
ー
ダ
ー
研
修
会 

　
畦
田
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
１
泊
２
日

の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン

プ
を
通
し
て
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
意

識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
学
校
を
越

え
て
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
本
年
度
は
新
た
に
各
校
の

あ
い
さ
つ
運
動
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。
今
後
、
毎
月
20

日
を
「
あ
い
さ
つ
の
日
」
と
し
、
ど

の
学
校
も
同
じ
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
後
、

地
域
の
人
と
と
も
に
、
あ
い
さ
つ
運

動
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

②
「
家
庭
学
習
の
手
引
き
」
の
作
成 

　
家
庭
学
習
で
は
「
す
す
ん
で
学
習

に
取
り
組
む
子
ど
も
の
育
成
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
各
小
・

中
学
校
の
先
生
方
が
集
ま
り
、
家
庭

学
習
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
を
話
し
合

い
ま
し
た
。
そ
れ
を
「
家
庭
学
習
の

手
引
き
」
と
し
て
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に

ま
と
め
て
全
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
れ
に
自
分
の
目

標
を
書
き
込
み
、
机
の
前
や
目
立
つ

と
こ
ろ
に
貼
っ
て
、
常
に
意
識
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

１０ 

まち・むら・しま  

１０ １１ 

四国村砂糖しめ小屋（高松市） 

飯山町・綾歌町各村の砂糖生産高  （　）は大坂出荷分 

下法軍寺 

東 小 川 

真　　時 

川　　原 

東 坂 本  

西 坂 本 

富　　熊 

栗 熊 東  

栗 熊 西  

岡 田 東 

岡田上・下 

岡 田 西 

 

  8,706 

137,978 

  6,935 

 30,664 

 56,900 

 14,673 

134,958 

52,727 

2,700 

  4,460 

 31,020 

 17,046

  8,706 

 

 6,935 

30,664 

36,000 

 3,510 

17,260 

27,914 

 2,700 

 4,460 

31,020 

13,232

87,048 
(85,242)

19,811 
(6,094) 

 

31,118 
(28,953)

10,400 
(10,400)

5,123 
(4,873)

9,349 
(8,499)

35,804 
(21,022)

1,283 
(1,283)

10,500 
(10,500)

6,040 
(6,040)

81,894 
(81,894)

15,464 
(15,464)

2,531 
(2,531)

村　名 総生産高 内 白砂糖 白下糖 蜜 

※「文久2(1862)年 村々砂糖類売捌帳」（十河家文書）による 
※大坂出荷分以外はほとんど領内に出荷された 

砂
糖
の
生
産
　
江
戸
後
期
、
讃
岐
の

白
砂
糖
は
薩
摩
の
黒
砂
糖
と
並
ん
で

大
坂
市
場
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
ド
品
で

あ
っ
た
。
天
保
元
年（
１
８
３
０
年
）

の
大
坂
市
場
で
の
讃
岐
産
砂
糖
の
シ

ェ
ア
は
６
割
余
で
、
そ
の
う
ち
約
９

割
が
高
松
藩
領
産
の
も
の
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
の
農
学
者
大
蔵
永
常
の『
広

益
国
産
考
』
で
も
と
り
わ
け
上
質
で

あ
る
と
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。 

　
江
戸
中
期
ま
で
長
崎
貿
易
に
よ
る

舶
来
品
で
あ
っ
た
砂
糖
の
国
産
開
始

を
決
定
付
け
た
の
は
、
８
代
将
軍
徳

川
吉
宗
が
享
保
11
年（
１
７
２
６
年
）

に
打
ち
出
し
た
研
究
奨
励
策
で
あ
る
。

こ
れ
を
契
機
に
各
地
で
和
糖
生
産
の

試
み
が
開
始
さ
れ
、
高
松
藩
で
も
５

代
藩
主
松
平
頼
恭
に
よ
る
奨
励
に
基

づ
き
、
宝
暦
年
間
（
１
７
５
１
〜
６

３
年
）
に
本
格
的
な
研
究
が
始
ま
っ

た
。
以
来
試
行
錯
誤
が
続
い
た
が
、

寛
政
期
に
向
山
周
慶
が
製
糖
に
成
功
、

寛
政
10
年（
１
７
９
８
年
）ま
で
に
は

白
砂
糖
へ
の
精
製
も
可
能
と
な
っ
た
。 

　
こ
の
頃
に
は
、
讃
岐
流
と
よ
ば
れ

る
独
自
の
製
糖
技
術
が
確
立
し
、
最

上
質
の
三
盆
白
糖
も
作
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
技
術
開
発
の

時
代
を
経
て
、
19
世
紀
初
頭
の
文
化
・

文
政
期
に
讃
岐
の
製
糖
業
は
発
展
期

を
迎
え
る
。
天
保
元
年
に

は
４
百
万
斤
以
上
の
讃
岐

白
糖
が
大
坂
に
出
荷
さ
れ

て
い
る
。 

　
と
こ
ろ
で
、
製
糖
業
の

発
展
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
原
料
の
甘
蔗
（
サ
ト
ウ

キ
ビ
）
栽
培
を
盛
ん
に
す

る
。
幕
末
の
慶
応
元
年（
１

８
６
５
年
）
に
は
讃
岐
一

国
の
甘
蔗
作
付
面
積
は
、

８
千
町
歩
に
お
よ
ん
で
い
た
と
い
う
。

高
松
藩
領
の
各
地
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑

が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
甘
蔗
の
栽

培
と
収
穫
↓
皮
剥
ぎ
↓
搾
汁
↓
砂
糖

精
製
（
蜜
↓
白
下
糖
↓
白
砂
糖
）
の

幾
多
の
過
程
の
中
で
多
大
な
労
働
力

を
要
し
て
高
松
の
ブ
ラ
ン
ド
が
生
産

さ
れ
、
大
坂
な
ど
に
出
荷
さ
れ
た
。 

 

飯
山
・
綾
歌
各
村
の
砂
糖
生
産
　
高

松
藩
領
に
お
け
る
砂
糖
生
産
の
中
心

は
大
内
郡
な
ど
東
讃
地
域
で
あ
っ
た

が
、藩
領
西
南
部
の
飯
山
・
綾
歌
各
村

で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
表
は
文
久

２
年（
１
８
６
２
年
）の
各
村
の
砂
糖

生
産
高
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
各

村
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ
る
が
、蜜
・
白

下
糖
・
白
砂
糖
の
３
段
階
で
生
産
さ

れ
、
大
坂
や
領
内
の
市
場
に
出
荷
さ

れ
た
。 

完 

斤 斤 斤 斤 

こ
う 

え
き 

こ
く 

さ
ん 

こ
う 

き
ょ
う 

ほ
う 

ほ
う 

れ
き 

さ
き 

や
ま 

し
ゅ
う 

け
い 

き
ん 

か
ん 

し
ゃ 

し
ろ 

し
た 

と
う 

さ
く 

じ
ゅ
う 

は 

お
お 

ち 

　
連
載
終
了
に
あ
た
っ
て 

郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
　 

　
先
日
、
讃
岐
国
府
跡
が
確
定
さ
れ

た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
長

年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
と
し
た

発
掘
調
査
の
結
果
で
あ
る
。
丸
亀
市

郡
家
に
は
今
の
市
役
所
に
当
た
る
郡

衙
が
あ
っ
た
。
宝
憧
寺
池
近
辺
に
は

古
代
の
香
り
が
漂
う
。
ま
た
、
戦
災

を
免
れ
た
丸
亀
は
道
一
つ
に
も
城
下

町
の
雰
囲
気
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
ひ
と
つ
の
土
地
の
歴
史
を
大
切

に
し
た
い
と
思
う
。
３
年
間
、
拙
文

に
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ぐ
ん 

が 

ほ
う 

ど
う 

し
の 

じ 



2.18

一足早くひな飾りがお目見え 
　ＪＲ丸亀駅に女の子の健やかな成長を願い「おひなさま」
が飾られました。オープニングでは丸亀ひまわり文庫によ
る布絵本のお話や、市シルバー人材センターの手品、城南
保育所の子どもたちによる歌や“じゅうじゅうダンス”で、
「桃の節句」をお祝いしました。 

丸亀城の 
フレーム切手発売 
　3月末に国の史跡
指定60周年を迎え
る、丸亀城の記念切手
が発売されました。１
枚のシートで、様々な
角度から見た丸亀城
の姿を楽しむことが
できます。簡易郵便
局を除く県内郵便局
などで購入できます。 

1.25～3.3

平成25年度版 ごみ収集カレンダー 

1.25

1.25

笑って笑っていつまでも元気に 
　老人クラブ活動の充実などを目的とした研修会「高
齢者による地域社会活動支援事業市町老連共催セ
ミナー」が生涯学習センターで開催されました。
県老連健康づくり推進員・平井禎子さん指導によ
る「リハレク運動」や、ケアハウスマイルドハー
ト・岩崎施設長による落語「牛ほめ」「寿限無」
では、楽しそうな笑い声が会場に響いていました。 

市
長 

 

コ
ラ
ム
笋 

　
今
年
67
回
目
を
迎
え
た
「
香
川
丸
亀
国

際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
支
援
で
、
無
事
大

盛
況
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
さ
て
、
光
栄
に
も
私
は
、
ス
タ
ー
タ
ー

の
大
任
を
お
お
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
全
国

い
や
世
界
各
地
か
ら
、
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
１
万
千
人
余
の
ラ
ン
ナ
ー
に
「
ど
う

ぞ
完
走
し
て
く
だ
さ
い
」
と
念
じ
な
が
ら
、

春
ま
だ
浅
い
丸
亀
の
空
に
「
ス
パ
ー
ン
」

と
号
砲
一
発
。 

　
こ
の
コ
ー
ス
は
、
国
際
陸
上
競
技
連
盟

（
Ｉ
Ａ
Ａ
Ｆ
）
か
ら
、
平
坦
で
走
り
や
す

い
と
し
て
「
シ
ル
バ
ー
ラ
ベ
ル
」
と
い
う

高
い
評
価
を
い
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
「
世
界
一
の
丸
亀
ハ
ー
フ
」
を

目
指
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
走

り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
指

導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

市長 
新井 哲二 

１３ 

暮 ら し の カ レ ン ダ ー 月 月 月 333

■その他の相談 
蘆無料税務相談＝毎週月曜（午後1時～3時）・四国税理士会丸亀支部 蘂22-0041 

蘆少年相談＝平日・少年育成センター 薔0120-734970  
蘆家庭児童相談・女性相談、母子自立支援相談＝平日・子育て支援課 蘂24-8808  

蘆不動産無料相談＝毎月第1・第3金曜午後1時～3時半・ 
　　　　　　　　　市民会館、（公社）宅建取引業協会 蘂087-823-2300 

蘆ボランティア相談＝平日・丸亀ボランティア協議会 蘂22-7625

●ひ＝ひまわりセンター 
●綾＝綾歌保健福祉センター 
●飯＝飯山総合保健福祉センター 

■市＝市役所  
■綾＝綾歌市民総合センター  
■飯＝飯山市民総合センター 
 ◯コ＝コミュニティセンター 

午後7時～翌朝8時まで看護師が相談に応じます。 
一般：蘂087-812-1055 
小児：蘂＃8000か蘂087-823-1588

《夜間の救急電話相談》 

１２ 

9 土 

16土 

23土 

18月 
19火 3か月児健康診査　●飯 　午前9時半～10時半 

22金 3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 

8 金 消費生活相談　■市 　午後1時～5時 

25月 

29金 
30土 

栄養相談　●飯 　午後1時半～4時半（要予約 蘂24-8806） 

4 行政相談　■市・■飯 　午前10時～正午  
栄養相談　●ひ 　午後1時半～4時半（要予約 蘂24-8806） 月 

20 □内 　厚仁病院 蘂23-2311 
□整 　中山病院 蘂23-0231水 

12 無料法律相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 
歩行プール夜間説明・男●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 火 

14 無料法律相談　●飯 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 
1歳6か月児健康診査　●飯 　午後1時半～2時半 木 

26 司法書士相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 火 

31
□内 　こうの内科クリニック 蘂23-1119 
□整 　整形外科・小児科 安藤医院 蘂22-5496 
□歯 　森田歯科医院（宇多津町）蘂49-6549 午前9時～正午 

日 

27 無料法律相談　●綾 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 
離乳食講習　●ひ 　午前10時～11時半 水 

人権相談 栗熊 ◯コ　午前10時～午後3時  
1歳6か月児健康相談　●ひ 　午後1時半～2時半  
すこやか体操教室（腰痛）●ひ 　午前10時～11時半 

6 水 

定例農家相談 栗熊 ◯コ　午前9時～正午  
3歳児健康診査　●綾 　午後1時半～2時半  
理学療法士による相談　●飯 　午前9時～正午 

7 木 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
行政相談 栗熊 ◯コ　午前10時～正午 
弁護士無料法律相談　●ひ 　午後1時20分（要予約 蘂24-8809） 

15金 

□内 　三浦内科・みちこ小児科クリニック 蘂22-7311 
□眼 　しょうじ眼科医院 蘂58-2233 
□歯 　かわむら歯科医院（まんのう町）蘂75-6480 午前9時～正午 

17日 

サポステ出張職業相談 栗熊 ◯コ　午後1時～4時半  
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
こころの健康相談　●飯 　午前9時半～11時半（要予約 蘂24-8806） 

28木 

2 土 弁護士無料法律相談　●ひ 　午前9時（要予約 蘂24-8809） 

11月 定例農家相談　■市 　午前9時～正午 

5 火 

赤ちゃん健診 
母子保健　成人保健 

■問い合わせ・申し込み 

弁護士無料法律相談 
消費生活相談 
行政相談 

健　康　課 

 
地域振興課 

蘂24-8806

障がい者（児）相談 

人権相談 

定例農家相談 

サポステ出張職業相談 

認知症専門相談 

福　祉　課 

人　権　課 

農業委員会 

産業振興課 

地域包括支援センター 

蘂24-8805 

蘂24-8811 

蘂24-8826 

蘂24-8844 

蘂24-8933

行政書士相談 県行政書士会 蘂56-4512

無料法律相談 
司法書士相談 
介護相談 

社会福祉協議会 蘂22-5700

 
蘂24-8809

■市 

■飯 
栗熊 ◯コ 

■市 
栗熊 ◯コ 

■飯 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

市 民 相 談 
（電話相談不可） 

交通事故相談 

相談日（祝日を除く） 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

時　　間 

問い合わせは、地域振興課 蘂24-8809

相談場所 

1 消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
定例農家相談　■飯 　午前9時～正午 金 

□内 　吉馴医院 蘂98-2012 
□外 　まつねクリニック 蘂58-0511 
□小 　ほそだこどもクリニック 蘂58-0111 
□歯 　おくの歯科矯正歯科クリニック（多度津町）蘂33-0955 午前9時～正午 
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時～正午 

10日 

3 日 

□内 　小山クリニック 蘂58-4976  
□整 　柴田整形外科クリニック 蘂28-2700  
□小 　杢保小児科医院 蘂98-2010 
□歯 　眞室歯科医院（まんのう町）蘂79-1418 午前9時～正午 

人権相談　■市 　午前10時～午後3時  
介護相談　●飯 　午前9時～正午（要予約 蘂98-1584）  
認知症専門相談　●ひ 　午後1時半～4時半（要予約 蘂24-8933） 
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
歩行プール夜間説明・女●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

13水 

行政書士相談　■市 　午前9時～正午（予約可 蘂56-4512）  
障がい者（児）相談　■市 　午前9時半～11時半（要予約 蘂24-8805） 
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
離乳食講習　●綾 　午前10時～11時半 

21木 

24
岩本病院 蘂28-6311  
□外 　しげのぶ医院 蘂86-6355 
□歯 　にこにこ歯科（綾川町）蘂087-876-3121 午前9時～正午 

日 

消防通信 
指令事務 
一本化に 
向けて 
　市は「瀬
戸内中讃定
住自立圏形
成協定」の一環として、119番通報の受理や緊急
車両の出動指令を行う業務を丸亀市・善通寺市・
多度津町の3市町で一本化を目指しています。来
年4月からの運用開始に向け、業務を共同管理す
る協議会設立の調印式が行われました。 

クリーン課 蘂58-7453　 

　平成25年度のごみ収集カレンダーを、各家庭にお配りしてい

ます。3月中旬を過ぎても届かない場合は、クリーン課までお問

い合わせください。 

　お手元に届いたゴミカレ

ンダーで、収集日や時間、

分別などをご確認いただき、

ルールを守ったごみ出しに

ご協力ください。 

 

最終ランナーも完走！ 

ま 
の ア ル ム バ 

ち 

even
t & topics



3月 

行政 
情報便 
行政 
情報便 

開館時間：午前10時～午後6時（入館は午後5時半まで） ※会期中無休 

2点とも香川県立ミュージアム所蔵 
狡公益財団法人ミモカ美術振興財団 

《コングラチュレーション・カラース》 
1982年 

《バレリーナ 21世紀に贈るメッセージⅠ》 
1988年 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 蘂24-7755 
URL http://mimoca.org

企画展 『猪熊弦一郎展 変化と不変』 

まったく違う2つの
絵が、「似ている」？ 
あなたの目で確かめ
てみてください。 

4月4日貅まで開催中 
29282726252423222120191817

日 
16

土 
15

金 日 土 金 
14131211

日 土 金 木 水 火 月 日 月 火 祝 土 金 木 日 土 金 木 水 火 月 水 
30

木 
31

火 月 
10987654321

日本財団会長杯争奪 
ナイター王決定戦 

スプリング 
ナイトレース 

ＧⅢ唐津 
新鋭リーグ 

ＧⅢ若松 
新鋭リーグ 蒲郡 蒲郡 GⅡ蒲郡ＭＢ大賞 

若松 若松 若松 

桐生 

ＳＧ総理大臣杯（平和島） GⅡ尼崎ＭＢ大賞 

GⅡ児島ＭＢ大賞 ＧⅢ福岡女子リーグ 

ＧⅢ宮島女子リーグ ＧⅢ浜名湖新鋭リーグ 三国オール女子 

徳山オール女子 

ＧⅢ大村企業杯 ＧⅠ多摩川周年 GⅠ下関周年 

児島 鳴門 

まるポカップ 琴参バスカップ 日刊スポーツカップ 丸亀開催 
（ナイター） 
モーニング 
場外発売 

デ  イ 
場外発売 

ナイター 
場外発売 

事　故  115件 

死　者  2人 

負傷者  136人 

所得の申告は忘れずに 
3月15日まで！ 

3月の市税など 

納付納付は 
便利便利な 

口座振替口座振替で 

納付は 
便利な 

口座振替で 

救 急 出 場  458件 

火災の発生  9件 

 

交通事故（1月） 救急・火災件数（1月） 

※日程が変更になる場合があります 

人　口 110,698人（＋12） 
　男　  53,763人（－ 9） 
　女　  56,935人（＋21） 
世帯数　43,815世帯（－ 5） 

市の動き　2月1日現在（前月比） 

日時＝4月14日豸まで 
　　　午前9時半～ 
　　　午後4時半 
場所＝資料館1階 
　　　展示室 
入館無料  月曜休館 

花ごよみ展 ─花によせる日本のこころ─ 

蘂22-5366資料館だより 
http://www.marugame-kyotei.jp/

蘂23-4141 
（火曜休館） 

URL http://www.marugame-hall.org/
市民会館  蘂86-6800 

（水曜休館） 
URL http://www.marugame-ilex.org/
アイレックス 

《市民会館》 

3月20日豢午後2時開演 
●入場料＝500円（自由席） 
曲目＝童謡メドレーより「赤い靴」 
　　　「七つの子」「月の沙漠」ほか 
指揮＝森公子、森まどか 
ピアノ＝川崎裕紀子 

丸亀市少年少女合唱団 
第11回定期コンサート 

3月17日豸午後2時開演 
●入場料＝一般2000円ほか（自由席） 
曲目＝朧月夜、早春賦、平城山ほか 

こころのうたを聴く会 

3月10日豸 
昼の部＝午後1時半開演「桂川連理柵」ほか 
夜の部＝午後5時半開演「義経千本桜」ほか 
●入場料＝一般3500円ほか（指定席） 

人形浄瑠璃 文楽 

■時日時 ■所場所 ■対対象 ■定定員 ■内内容  
■料料金 ■他その他 ■申申し込み ■問問い合わせ 
◯綾＝綾歌市民総合センター 
◯飯＝飯山市民総合センター 
◯コ＝コミュニティセンター 

１４ １５ 

　日本語教室修了パーティー参加者 
■時3月27日貉午後7時～9時 
■所生涯学習センター 
■対外国人受講生との交流、地域の日
　本語教室に興味がある人 
■料無料 
■他参加者は食べ物を一品持参 
■問国際交流協会 蘂56-1771 
 
 

　健康課から 
●チャレンジ運動教室 
■時3月4日豺午後1時半～3時 
■所ひまわりセンター4階研修会議室 
■内健康運動指導士・渡里美佳さんに
　よる自宅でできる筋トレやストレ
　ッチなど 
●今日から始めよう！ 健口生活 
■時3月12日貂午前10時～11時半 
■所ひまわりセンター2階健診ルーム 
■内歯科衛生士・青木まゆみさんによ
　る歯の手入れや口の体操など 
●糖尿病予防の健康教室 
■時3月21日貅午後1時半～2時半 
■所飯山総合保健福祉センター2階会
　議研修室 
■内宮井内科医院・宮井陽一郎先生に
　よる糖尿病予防の話 

■問健康課 蘂24-8806 

　生涯学習センターから 
●電磁波の健康影響講演会 
■時3月14日貅午前10時～11時半 
■所同センター4階講座室1 
■料無料 
●親子で学ぼう！ 
　わくわく☆おこづかいゲーム 
■時3月23日貍午後1時半～3時半 
■所同センター5階視聴覚教室 
■料無料 
■対小学生（3年生以上）と保護者 
●描こうアート（子ども絵画）作品展 
■時3月25日豺～31日豸午前9時～
　午後5時（31日は午後4時まで） 
■所同センターギャラリー1 
■料無料 
■問同センター 蘂23-1091 
●菊池幸夫講演会「身近な法律問題」 
■時3月30日貍午後1時半～3時 
■所同センター 
■料前売り1000円、当日1500円 
〈まなびらんど講座こども教室〉 
　4月から始まる体操、音楽、英語、絵、
卓球などの教室に参加しませんか。 
■対幼児・小学生 
■申3月1日貊～14日貅に同センター
　蘂23-1091  

　児童館から 
●さぬきこどもの国へバス遠足 
■時3月25日豺午前9時～午後3時 
■所児童館集合 
■対幼児・小学生と保護者 
■定25組（申込順） 
■料無料 
■申3月5日貂から同館 蘂23-1091 
●フルーツポンチさんのおはなし会 
■時3月28日貅午前10時半～11時 
■所同館 

■対幼児・小学生 
■内ボランティアグループ「フルーツ 
　ポンチさん」によるオカリナの演
　奏や絵本の読み聞かせなど 
■料無料 
■問同館 蘂23-1091 

　エコ丸工房から 
●牛乳パックで作る紙すき体験 
■時3月16日貍午前10時～11時半 
■所クリントピア丸亀 
■定5組（要予約） 
■他牛乳パック2個、折り紙など持参 
●古布講座「うさぎのブローチ」 
■時3月17日豸午前9時半～正午 
■対一般 
■定10人（要予約） 
■料200円 
■他裁縫道具持参 
●ガラスで作る赤ちゃんの足型 
■時3月17日豸、24日豸（要予約） 
■所クリントピア丸亀 
■対足のサイズが12㎝以下の赤ちゃん 
■料8000円 
●自転車の点検修理体験 
■時3月24日豸午前10時～11時半 
■所クリントピア丸亀 
■対一般、親子 
■定2人（要予約） 
■他自転車、軍手持参 
★3月9日貍、10日豸は点検整備のた
　め臨時休館です。（11日豺は休館日） 
■問クリントピア丸亀 蘂56-1144 

　東小川児童センターから 
●ひなまつりを楽しもう 
■時3月1日貊午前11時～正午 
■対幼児、保護者 
■定15組 
■申同センター 蘂56- 
　8778

　記念植樹をしませんか 
　子どもの誕生や結婚など、人生の
節目を祝ってソメイヨシノの植樹を
しませんか。 
■時4月29日豢 
■所亀山公園動物 
　園跡地ほか 
■内赤ちゃん誕生 
　記念植樹、記 
　念の森植樹（結 
　婚記念など） 
■料3000円 
■申3月25日豺までに都市計画課 蘂
　24-8843 

　本島高無坊山石切遺跡調査報告 
〈大坂城石垣の旧採石場を探る〉 
■時3月3日豸午後1時半～3時 
■所資料館2階ギャラリー 
■定50人 
■内丸亀城石の会が本島高無坊山で実
　施した石切丁場跡調査の報告会 
■料無料 
■他申込不要 
■問教育委員会総務課 蘂22-6278 

　飯山総合学習センターから 
●楽しい飯山ちびっ子寄席 
■時3月3日豸午後2時開演 
■所同センター2階研修室 
■料無料 
■他林家染吉、ボルトボイズ、笑福亭
　たまが出演 
●丸亀ユニオンときどきコンサート 
■時3月16日貍午後2時 
■所同センター2階研修室 
■料無料 
●えほんをとびだせ人形劇 
■時3月30日貍午後2時開演、午後1
　時45分受付開始 

■所同センター2階研修室 
■料無料 
■定150人 
■問同センター 蘂98-3319 
〈講座案内〉 
　4月から「料理教室」や「親子で
歌ってあそぼう」など11講座が始ま
ります。詳しくは、同センターや各
コミュニティセンターに設置するパ
ンフレットをご覧ください。 
■問同センター 蘂98-3319 
 
 

　献血にご協力を 
■時3月17日豸午前10時～午後4時 
■所マルナカ栗熊店（綾歌町） 
■問健康課 蘂24-8806 

　国民年金の失業特例 
　退職（失業）により、国民年金保
険料の納付が困難な場合、申請者本
人の所得を除外して審査する特例免
除制度があります。対象は、申請す
る年度か前年度に退職（失業）した
場合のみです（配偶者や世帯主に基
準額以上の所得があるときは保険料
免除が認められない場合があります）。 
　手続きは、年金手帳、印鑑、失業
していることを確認できる公的機関
の証明の写し（離職票、雇用保険受

給資格者証など）を持参し、市民課
または善通寺年金事務所へ。 
■問市民課 蘂24-8945、善通寺年金
　事務所 蘂62-1660 

　4月30日までに申告を 
　市県民税の住宅ローン控除 
　所得税の計算で住宅借入金等特別
控除を受けたが、控除しきれない額
がある人は、市県民税で控除を受け
ることができます。 
　平成25年度の市県民税で控除を受
けるためには、4月30日までに確定
申告や年末調整による申告が必要で
す。納税通知が届いた後に申告書を
提出された場合は、控除を受けるこ
とができませんので、忘れずに申告
してください。 
■問税務課 蘂24-8857 

　下水道に接続できる区域拡大 
　3月31日から新たに下水道が使え
るようになる区域は、今津町、津森
町、土器町西3丁目・4丁目、綾歌
町岡田下、飯山町東坂元のそれぞれ
一部です。なお、下水道が使えるよ
うになった区域の土地には、受益者
負担金が賦課されます。対象区域の
土地の所有者には、3月末までにお
知らせします。 
■問下水道課 蘂24-8850

まちづくりのお手伝い！！ 
ボートレース事業の収益は、住民福祉の向上に 
役立てています 

《2階常設展》生駒 山　 京極の歴史と文化展 

玉堂富貴図 

好評発売中 《市民会館》 好評発売中 

3月2日貍午後6時開演 
●入場料＝5775円（指定席） 

山　まさよしツアー2013

3月9日貍①午後0時半②午後3時 
●入場料＝2800円（指定席） 

いまいゆうぞう・ 
はいだしょうこコンサート 

　香川県議会議員補欠選挙（丸亀市選挙区）の投票 
■時3月10日豸午前7時～午後8時（島しょ部は午前6時～午後7時） 
〈期日前投票〉 

■時3月2日貍～9日貍午前8時半～午後8時 
■所市役所、栗熊◯コ、◯飯（どの期日前投票所でも投票できます） 
■問選挙管理委員会事務局 蘂24-8825

けん こう 

募 集  

催 し  

お 知らせ 



花輪・寝台車・葬式一式（会館葬） 

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東6丁目195

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東7丁目153
TEL・FAX（0877）21-5045

Fax（0877）23-7890
寝台車受付 24時間（0877）23-5500

ＴＥＬ0877-58-4144
当事務所は皆様の身近な法律家です。お客様を全力でサポート致します！ 

司法書士・行政書士・土地家屋調査士 

高橋　誠高橋　誠 事務所事務所 高橋　誠高橋　誠 事務所事務所 高橋　誠 事務所 無料相談 
受付中！ 

蘆売買・相続・贈与による名義変更 

蘆遺言・会社設立 蘆破産・債務整理 蘆過払金返還請求 

蘆土地測量・分筆・建物登記 蘆農地申請・建築業許可 

丸亀市土居町二丁目6番5号 

※期間 Ｈ25/3/31まで 

楽しく、ムリなく、簡単に、やさしいテニス教室 

※ジュニアは、別途キャンペーン中 

広報持参で「体験無料」 入会後に特典あり!
さらに、体験当日入会者は入会金（3,150円）無料！ 

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 
１６ １７ 

■時
日
時 

■所
場
所 

■対
応
募
資
格
・
対
象
　 

■定
定
員 

■内
内
容 

■料
料
金 

■他
そ
の
他  

■申
申
し
込
み 

■問
問
い
合
わ
せ 

〜
温
か
い
家
庭
を
子
ど
も
に
〜 

里
親
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

　
同
制
度
は
、
事
情
に
よ
り
、
親
や

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も

が
、
愛
情
と
正
し
い
理
解
を
持
っ
た

家
庭
環
境
で
健
や
か
に
成
長
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
里
親
に
は
、
保
護

者
の
も
と
で
養
育
で
き
な
い
子
ど
も

を
養
育
す
る
「
養
育
里
親
」
と
、
養

子
縁
組
を
希
望
す
る
「
養
子
縁
組
里

親
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
同
制
度
を

詳
し
く
知
り
た
い
人
や
家
庭
に
迎
え

入
れ
、
里
親
に
な
り
た
い
人
な
ど
は
、

次
の
連
絡
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
里
親
に
な
る
た
め
に

は
、
様
々
な
条
件
が
あ
り
、
事
前
審

査
や
研
修
の
参
加
も
必
要
で
す
。 

■問
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー（
蘂

　
0
8
7
―
8
6
2
―
8
8
6
1
）、

　
県
西
部
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー（
蘂

　
2
4
―
3
1
7
3
） 

 

敷
き
金
返
還
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
を 

　
「
賃
貸
住
宅
を
退
去
し
た
が
、
敷

き
金
が
返
却
さ
れ
ず
、
追
加
費
用
を

請
求
さ
れ
た
」
と
い
う
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
借
主
に
は
、
建
物
の
原
状
回
復
義

務
が
あ
り
ま
す
が
、
通
常
の
使
用
で

生
じ
た
損
耗
の
修
繕
費
を
負
担
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
退
去
時
に
は
、

で
き
る
限
り
家
主
、
管
理
会
社
、
仲

介
業
者
な
ど（
家
主
側
）の
立
会
い
の

も
と
で
部
屋
の
現
状
を
確
認
し
、
退

去
時
に
示
さ
れ
た
原
状
回
復
費
用
の

内
訳
に
つ
い
て
、
家
主
側
に
十
分
な

説
明
を
求
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ト

ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、
契
約
時
に
は

退
去
時
の
原
状
回
復
の
条
件
や
費
用

負
担
を
十
分
に
確
認
し
、
損
耗
な
ど

の
状
況
を
記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

■問
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
蘂
0
8

　
7
―
8
3
3
―
0
9
9
9
）
ま
た

　
は
、
県
民
セ
ン
タ
ー
（
蘂
6
2
―

　
9
6
0
0
）
へ
。 

   

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
採
用
試
験 

●
一
般
幹
部
候
補
生 

試
験
日
＝
5
月
１１
日
貍 

■所
高
松
市
内 

■対
２２
歳
以
上
２６
歳
未
満
の
男
女 

締
め
切
り
＝
4
月
２６
日
貊 

■問
自
衛
隊
丸 

　
亀
地
域
事 

　
務
所
（
蘂 

　
2
3
―
6 

　
4
2
0
） 

   

お
酒
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か 

断
酒
会
例
会 

■時
①
3
月
１７
日
豸
午
後
1
時
半
②
3

　
月
２１
日
貅
午
後
6
時
③
3
月
２３
日

　
貍
午
後
2
時 

■所
①
県
立
丸
亀
病
院
②
ひ
ま
わ
り
セ

　
ン
タ
ー
③
三
船
病
院
（
柞
原
町
） 

■対
お
酒
で
悩
ん
で
い
る
人
や
家
族
な

　
ど 

■問
譖
県
断
酒
会
仲
多
度
支
部
・
古
市

　
さ
ん
（
蘂
8
6
―
3
6
7
5
） 

 

香
川
労
災
病
院 

救
急
棟
の
内
覧
会
・
講
演
会 

■時
3
月
7
日
貅
午
後
1
時
４０
分
〜
4

　
時
半
（
午
後
１
時
半
受
付
開
始
） 

■所
同
病
院
救
急
棟 

■内
同
棟
内
覧
会
、Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
実
演
、

　
同
病
院
・
北
浦
道
夫
副
院
長
と
愛

　
媛
労
災
病
院
・
古
屋
敷
智
恵
美
看

　
護
部
長
に
よ
る
講
演
会 

■料
無
料 

■他
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
公

　
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

■問
詳
し
く
は
、
同
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

丸
亀
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
５０
周
年 

市
民
講
座 

■時
①
3
月
１６
日
貍
、
②
4
月
２７
日
貍 

　
の
各
日
午
後
1
時
〜
1
時
４５
分
、 

　
午
後
1
時
５０
分
〜
2
時
３５
分 

■所
猪
熊
弦
一
郎
現
代
美
術
館 

■内
講
演
会
（
①
麻
田
総
合
病
院
・
麻

　
田
ヒ
デ
ミ
理
事
長
、中
津
万
象
園
・

　
真
鍋
雅
彦
館
長
②
大
西
外
科
医
院
・

　
大
西
和
彦
理
事
長
、
後
藤
会
計
事

　
務
所
・
後
藤
修
所
長
） 

■料
無
料 

■問
同
ク
ラ
ブ（
蘂
2
3
―
8
3
0
0
） 

 

第
３３
回
手
話
ま
つ
り 

■時
3
月
１７
日
豸
午
前
１０
時
〜
午
後
4
時 

■所
高
瀬
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
（
三
豊
市
） 

■内
ア
メ
リ
カ
手
話
通
訳
士
・
英
語
講

　
師
の
ダ
ニ
ー
・
ゴ
ン
グ
さ
ん
に
よ

　
る
講
演
、福
引
き
な
ど 

■料
前
売
り
1
3
0
0
円
、
当
日
1
5
 

　
0
0
円 

■申
西
讃
ろ
う
あ
協
会
事
務
局
・
手
話

　
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
フ
ァ
ク
ス

　
で
受
け
付
け
薨
0
8
7
5
―
2
7

　
―
7
7
0
8
） 

 
四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校 

春
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

■時
3
月
２４
日
豸
午
後
1
時
〜
4
時 

■所
同
校 

■対
高
校
1
〜
2
年
生
お
よ
び
保
護
者 

■内
学
校
内
見
学
、
体
験
学
習 

■料
無
料 

■問
同
校
（
蘂
2
4
―
6
2
5
5
） 

 

セ
ン
ト
ラ
ル
バ
レ
エ
ス
テ
ー
ジ
発
表
会 

Ｓ
ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｄ 

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ 

■時
4
月
7
日
豸
午
後
１
時
半
開
演（
午

　
後
１
時
開
場
） 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
3
階
大
ホ
ー
ル 

■内
１
部
・
エ
チ
ュ
ー
ド
＆
バ
レ
エ
コ

　
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
（
バ
レ
エ
基
礎
編

　
の
バ
ー
、
ク
ラ
ス
別
の
発
表
な

　
ど
）
、
2

　
部
・
ス
ト

　
ー
リ
ー
Ａ

　
（
フ
ィ
ナ

　
ー
レ
総
勢

　
７０
人
の
踊

　
り
な
ど
） 

■料
無
料 

■問
川
西
さ
ん

　（
蘂
9
8
―
6
6
3
1
） 

 

県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら 

●
精
神
科
医
師
に
よ
る 

　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談 

■時
毎
週
木
曜
午
後
2
時
〜
4
時 

●
精
神
科
医
師
に
よ
る
思
春
期
相
談 

■時
毎
月
第
4
水
曜
午
後
2
時
〜
4
時 

■所
同
事
務
所
（
土
器
町
） 

■他
ど
ち
ら
も
要
予
約 

■申
同
事
務
所
保
健
対
策
第
2
課
（
蘂

　
2
4
―
9
9
6
3
） 

   

新
日
本
婦
人
の
会
丸
亀
支
部
か
ら 

●
絵
手
紙
小
組 

　
日
本
絵
手
紙
協
会
公
認
講
師
の
指

導
で
絵
手
紙
を
始
め
ま
せ
ん
か
。 

■時
火
曜（
月
2
回
）午
前
１０
時
〜
正
午 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
5
階｢

ゆ
め｣ 

■料
月
額
1
4
0
0
円 

■申
西
岡
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
6
8
8 

　
9
―
1
1
3
7
） 

●
親
子
リ
ズ
ム
小
組 

　
音
楽
に
あ
わ
せ
て
、
リ
ズ
ム
や
手

遊
び
、
絵
本
や
簡
単
な
工
作
を
し
ま

せ
ん
か
。 

■時
木
曜（
月
3
回
）・
午
前
１０
時
半
〜

　
正
午 

■所
蓮
池
公
園
内
軽
運
動
室 

■対
就
園
前
の
子
ど
も
と
お
母
さ
ん 

■料
月
額
1
2
0
0
円（
お
や
つ
代
含
む
） 

■申
津
田
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
1
4
4 

　
4
―
1
9
7
1
） 

 

丸
亀
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ 

■時
毎
週
火
・
金
曜
午
後
6
時
〜
8
時
、

　
毎
週
日
曜
午
前
8
時
半
〜
正
午 

■所
城
東
小
グ
ラ
ウ
ン
ド（
火
・
金
曜
）、

　
土
器
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
日
曜
） 

■対
4
月
に
小
学
5
年
生
に
な
る
児
童 

■料
月
額
1
5
0
0
円 

■他
見
学
、
体
験
練
習
も
可 

■申
菊
川
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
8
6
9 

　
2
―
6
1
3
0
） 

 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
初
心
者
教
室 

■時
3
月
１７
日
豸
午
前
9
時
〜
正
午 

■所
く
る
り
ん
広
場
（
郡
家
町
） 

■料
無
料 

■他
運
動
で
き
る
服
装
で
参
加 

■問
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
・

　
山
錦
さ
ん（
蘂
2
2
―
9
3
8
2
） 

 

第
１１
回
讃
岐
う
ど
ん 

つ
る
つ
る
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク 

■時
4
月
6
日
貍
、
7
日
豸
（
雨
天
決

　
行
） 

■所
Ｊ
Ｒ
坂
出
駅
前
市
民
広
場
集
合（
坂

　
出
市
） 

■内
6
日
＝
崇
徳
上
皇
・へ
ん
ろ
道（
5
・

　
１０
・
２０
・
３５
誅
誡
の
4
コ
ー
ス
） 

　
7
日
＝
瀬
戸
大
橋
・
万
葉
の
島（
6

　
日
と
同
じ
距
離
の
4
コ
ー
ス
） 

■料
高
校
生
以
上
1
5
0
0
円
、
中
学

　
生
8
0
0
円
（
5
誅
誡
は
高
校
生

　
以
上
１
０
０
０
円
、
中
学
生
5
0
 

　
0
円
）
、
小
学
生
以
下
無
料
（
保

　
護
者
同
伴
） 

■他
当
日
受
け
付
け
可 

■申
3
月
9
日
貍
ま
で
に
、
同
実
行
委

　
員
会
事
務
局（
蘂
4
5
―
4
4
0
1
） 

 ｢

順
正
舘
」
剣
道
初
心
者
教
室 

■時
3
月
の
毎
週
月
・
水
・
金
曜
午
後

　
6
時
半
〜
8
時 

■所
順
正
舘
三
浦
道
場（
飯
野
町
東
分
） 

■対
幼
稚
園
児
以
上
の
男
女 

■料
無
料 

■問
三
浦
さ
ん（
蘂
2
3
―
3
9
0
8
） 

 

し
わ
く
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
か
ら 

●
3
月
の
ハ
イ
キ
ン
グ 

■時
3
月
２４
日
豸
午
前
6
時
半
、
Ｊ
Ｒ

　
丸
亀
駅
集
合 

■所
皇
踏
山
（
小
豆
島
町
） 

■料
4
1
0
0
円 

■他
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
な
ど
持
参 

■申
3
月
２２
日
貊
の
午
後
7
時
半
〜
9

　
時
に
、
同
ク
ラ
ブ
事
務
所
（
蘂
2

　
2
―
4
1
8
0
）
ま
た
は
メ
ー
ル

　（shiw
aku.hc@

g
m
ail.com

）へ 

●
同
ク
ラ
ブ
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か 

　
市
を
拠
点
と
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ
で
、

毎
月
2
〜
3
回
程
度
の
催
し
が
あ
り

ま
す
。 

■対
飯
野
山
程
度
の
山
に
登
る
こ
と
が

　
で
き
る
人 

■料
3
0
0
0
円
（
半
年
分
、
入
会
時

　
の
み
別
途
1
0
0
0
円
必
要
） 

■申
毎
週
金
曜
の
午
後
7
時
半
〜
9
時

　
に
、
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
蘂
2
2 

　
―
4
1
8
0
）ま
た
は
メ
ー
ル（s

h
 

　iw
a
ku
.h
c
@
g
m
a
il.c
o
m

）
へ 

 

は
す 

お
う 

ざ
ん 

と 



太陽光発電 
エアコン・エコキュートの施工 

宮 野宮 野 病 院病 院  
丸亀市中府町4-13-28  TEL22-3171
http://www.miyano-hp.com

蘆特別養護老人ホーム　青 の 山 荘 
蘆介護老人保健施設　あおのやま 
蘆養 護 老 人 ホ ーム　綾　歌　荘 
蘆グ ル ープ ホ ー ム　あ や うた 
蘆デ イ サ ー ビ ス　く り く ま 

■内科・胃腸内科・内視鏡内科・腎臓内科・透析内科 

関連 
施設 

図書図書館 行こう！ 図書館 行こう！ へ 

●ハーフの撮影は、 
スタート・給水所
を初担当☆また、

初の海外旅行も経験できました（凛）
●4詆に愛犬「くうちゃん」が登場。
ちょっとやんちゃな２歳の女の子で
す（くうちゃん）●8詆安全・安心
まちづくり研修会は秀逸。小紙への
投稿募集中。深いい話、提案など歓
迎（中年明）●今月で40歳。論語に
記された孔子の言葉「四十にして惑
わず」には程遠い。とほほ（もり） 
 

 
●おはなし会 
中央＝3月2日貍 
　　　午後3時 
飯山＝3月23日貍 
　　　午後2時 
●子ども日曜TVシアター 
日時＝3月17日豸 
　　　午後1時半 
場所＝中央図書館 
対象＝幼児・小学生 
●郷土にまつわる歴史講座 
　「京極高朗公の漢詩 
　　　 『琴峰詩集』2」 
日時＝3月10日豸 

　　　午後1時半～3時 
場所＝中央図書館会議室 
講師＝広谷高士さん 
定員＝40人（申し込み不要） 
●ボランティア養成講座 
日時＝3月16日貍 
　　　午後1時半 
場所＝中央図書館会議室 
講師＝香川大学・ 
　　　山本茂喜教授 
●昔なつかし紙芝居 
日時＝3月9日貍 
　　　午後1時半 
場所＝中央図書館 
対象＝幼児・小学生 

●中央図書館（蘂22-3746） 
　11日、20日、25日、29日～31日 

●綾歌図書館（蘂86-5915） 
　4日、11日、20日、25日、29日～31日 

●飯山図書館（蘂98-2666） 
　4日、18日、20日、29日～31日 

『知らないと恥ずかしい！おとなの常識力テスト』 
小池直己・佐藤誠司・著（宝島社） 

　社会人が知っておきたい基本的な一般常識を、クイズ形式で楽
しみながら身につけるための本。地理や歴史、文学、スポーツ、理科
など日常的に話題にするあらゆる分野の知識を網羅する。 

『おたすけこびととハムスター』 
コヨセ・ジュンジ・絵（徳間書店） 

『困ったときには人に頼ろう』 
和田秀樹・著（新講社） 

　他人の好意に甘えることは、人間関係を円滑にし、無理してスト
レスをためないための大切なメンタル・ヘルス。人に上手に助けを
求める考えと方法を、事例をまじえて紹介。 

　手にけがをしたお父さんの代わりに、ペットのハムスターのまわし車を
つくるこびとたちは、ハムスターにも手伝ってもらおうと……。ショベルカ
ーやブルドーザーなど働く車とこびとたちが大活躍する、シリーズの第4弾。 

3月の休館日 

ほっ
と 

一息
 
編 集

 室 

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 
１９ １８ 

 
2
0
1
3
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー 

全
国
う
ち
わ
ピ
ン
ポ
ン
大
会 

■時
4
月
7
日
豸
午
前
１０
時
半
〜
午
後

　
2
時
（
午
前
１０
時
受
付
開
始
） 

■所
市
民
体
育
館 

■定
3
0
0
人
（
申
込
順
） 

■内
規
定
の
う
ち
わ
を
使
用
す
る
ダ
ブ

　
ル
ス
競
技
（
参
加
賞
あ
り
） 

■料
1
人
5
0
0
円
（
収
益
金
は
全
額

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
） 

■申
市
内
郵
便
局
窓
口
の
振
替
用
紙
に

　
記
入
し
、
3
月
２２
日
貊
ま
で
に
郵

　
便
振
り
込
み 

■問
か
が
わ
子
育
て
親
育
ち
の
会
事
務

　
局
・
鎌
田
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
1

　
0
0
3
―
7
9
7
9
） 

 

市
ラ
グ
ビ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員 

■時
毎
月
第
2
、
4
日
曜
午
前
9
時
〜

　
正
午 

■所
蓮
池
運
動
公
園 

■対
幼
稚
園
児
〜
小
学
生 

■料
年
間
5
0
0
0
円 

■申
同
少
年
団
・
近
藤
さ
ん
（
蘂
2
2 

　
―
9
6
8
6
） 

 

中
津
万
象
園 

講
演
会 

■時
3
月
１０
日
豸
午
後
1
時
〜
4
時
１０
分 

■所
同
園 

■内
歴
史
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
・
武
藤

　
夕
佳
里
さ
ん
、
名
古
屋
工
業
大
学

　
大
学
院
・
麓
和
善
教
授
に
よ
る
講

　
演
、
庭
園
見
学
、
煎
茶
席
の
体
験 

■料
無
料 

■申
同
園
（
蘂
2
3
―
6
3
2
6
） 

 

市
民
会
館
か
ら 

●
丸
亀
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト
 

　
出
演
者 

■時
6
月
３０
日
豸
午
後
2
時
開
演 

■所
同
館 

■定
２０
人（
組
）（
申
込
順
） 

■内
音
大
卒
業
生
に
発
表
の
場
と
機
会

　
を
提
供 

■料
5
0
0
0
円 

●
丸
亀
市
少
年
少
女
合
唱
団
員 

■時
毎
週
土
曜
午
前
１０
時
〜
正
午
（
見

　
学
可
） 

■所
同
館
お
よ
び
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

■対
5
歳
〜
高
校
3
 

　
年
生
の
男
女 

■内
定
期
コ
ン
サ 

　
ー
ト
、
フ
ェ 

　
ス
テ
ィ
バ
ル 

　
な
ど
に
参
加 

■問
同
館
（
蘂
2 

　
3
―
4
1
4
 

　
1
） 

●
芸
能
鑑
賞
「
友
の
会
」
会
員
証
の 

　
更
新
を 

　
市
民
会
館
、
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
文
化

事
業
の
入
場
料
割
り
引
き
、
優
先
予

約
、
事
業
案
内
の
郵
送
な
ど
の
特
典

あ
り
。 

■時
3
月
1
日
貊
か
ら
更
新
開
始 

■料
会
費
更
新
7
0
0
円
、
新
規
1
0

　
0
0
円 

■申
会
費
を
添
え
て
、
直
接
同
館
（
蘂

　
2
3
―
4
1
4
1
）
か
ア
イ
レ
ッ

　
ク
ス
（
蘂
8
6
―
6
8
0
0
） 

 

ア
イ
レ
ッ
ク
ス
か
ら 

●
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
・
パ
ー
テ
ィ 

■時
5
月
２５
日
貍
午
後
5
時
〜
8
時 

■所
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
小
ホ
ー
ル 

■対
２５
歳
〜
４５
歳
の
男
女 

■定
男
女
各
３０
人
（
申
込
順
） 

■料
3
0
0
0
円
（
男
性
）
、
2
0
0

　
0
円
（
女
性
） 

■申
3
月
１６
日
貍
か
ら
ア
イ
レ
ッ
ク
ス

　
（
蘂
8
6
―
6
8
0
0
） 

 

木
造
住
宅
耐
震
対
策
講
座 

地
震
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
講
座
〜
阪
神
・ 

淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
〜 

■時
3
月
１９
日
貂
午
後
1
時
半
〜
4
時 

■所
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
第
2
小

　
ホ
ー
ル
（
高
松
市
） 

■対
耐
震
対
策
に
関
心
の
あ
る
人 

■定
2
0
0
人
（
申
込
順
） 

■内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ
ラ
ス
・
ア
ー
ツ
・

　
永
田
宏
和
理
事
長
に
よ
る
講
演
や

　
地
震
対
策
の
実
演
な
ど 

■料
無
料 

■申
県
住
宅
課
住
環
境
整
備
グ
ル
ー
プ

　
（
蘂
0
8
7
―
8
3
2
―
3
5
8
 

　
4
） 

春
の
ア
レ
ン
ジ 

花
の
リ
ー
ス
作
り 

■時
3
月
２１
日
貅
午
前
１０
時
〜
正
午 

■所
ス
ペ
ー
ス
1
1
4
（
本
町
） 

■定
１０
人
（
申
込
順
） 

■料
8
0
0
円 

■申
小
阪
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
9
7
7
 

　
9
―
6
7
2
9
） 

 「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
推
進
標
語 

　
日
常
生
活
や
経
済
活
動
に
欠
か
せ

な
い
道
路
の
意
義
や
重
要
性
を
考
え
、

標
語
を
作
ろ
う
。 

応
募
部
門
＝
小
学
生
・
中
学
生
・
一

　
般
の
部 

締
め
切
り
＝
3
月
３１
日
豸
（
必
着
）

■申
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
〒
1
0
0
―
8
9
1
8
国
土
交
通

　
省
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
標
語

　
担
当
へ
郵
送
か
、メ
ー
ル（d

o
u
ro
h
 

　yo
g
o
2
5
@
m
lit.g
o
.jp

）で
応
募
。 

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http:// 

w
w
w
.m
lit.go.jp/report/press/road

0
1
_hh_0

0
0
3
1
8
.htm

l

）か
同
局（
蘂

0
3
―
5
2
5
3
―
8
1
1
1
）。 

 

丸
亀
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
受
講
者 

■時
毎
週
火
曜
午
後
7
時
〜
9
時 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
５
階
音
楽
室 

■対
ギ
タ
ー
初
心
者
と
中
級
者 

■料
月
額
2
5
0
0
円
（
体
験
学
習
と

　
し
て
1
か
月
無
料
） 

■申
佐
野
さ
ん（
蘂
3
3
―
3
9
2
2
） 

は
す 

丸亀が舞台の 
短編映画！ 

　3月23日～30日に開催される「第
5回沖縄国際映画祭」で上映される作
品の撮影が市内各所で行われました。
市内の各施設を使用したり地元の人が
エキストラとして出演したりと、地域
の協力により撮影が進み、丸亀の魅力
を詰め込んだ作品に仕上がりました。 
　沖縄国際映画祭で上映されたあと、
丸亀でも上映する予定です。 

「ＭＧ-2416」 

美術館で行われた記者会見 

モニターに見入る谷口仁則監督 

撮影のご協力ありがとうございました 地元うどん店での撮影風景 

エム  ジー 



カンヒザクラは、ソメイヨシノよりも
少し前の３月上旬から咲き始めます。
ちょっと早い花見を楽しんでみよう。

（亀山公園二の丸）

　朝から晴れ渡り、絶好のマラソン日和のなか開催された第67回香川丸
亀国際ハーフマラソン大会に、過去最多記録となる1万1079人のランナ
ーが参加しました。オリンピックメダリストの走りを一目見ようと、コー
ス沿道にはたくさんの観客が詰めかけ、通り過ぎるランナーに声援を送っ
ていました。
　また、競技場内の広場では、うどんや骨付鳥など、丸亀名物が味わえる
「にぎやか村」を開催。ステージ上では、高橋尚子さん、金哲彦さんによる
「チャリティオークション」が行われるなど、大いに盛り上がりました。

カンヒザクラカンヒザクラ

今月の見ごろ今月の見ごろ
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